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『経済研究』著者別総索引

第1巻第1号～第11巻第2号（1950年1月～1960年4月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡　例

1．筆者のABC順に排列し，同一筆者の中は発行年月の順にした。

2．論文名の後の角ガッコは次の意味を示す。

　〔A〕論文，〔C〕寄書，〔M〕覚書・研究ノート・学会報告，〔N〕日本経済分析，〔R〕書評，〔S〕調査・展望。

3．巻号は次のように表した，例えば第1巻第4号は，1（4）。

4．最後のカッコ内は発行年月を示す。

5．研究座談会は「座談会」として〔Z〕のところに入れた。

6．日本語訳の論文は訳者からも検索出来る。

　　　　　　　　〔A〕　　　　　　　　　　　　　　　　　について〔C〕3（2）（1952，4）

阿部　統：完全雇傭と経済計画一最近の英米経済学の　　一：英国中央統計局『国民所得統計・基礎資料と方

　政策的寄与〔A〕1（1）（1950，1）　　　　　　　　　　　　　法』〔R〕8（2）（1957，4）

一
：資本蓄積と生活水準〔M〕4（1）（1953，1）　　　　　　足利末男：ソヴエト統計学の動向一1954年3月のソ

ー
：有沢広巳・中村隆英『国民所得』〔R〕7（1）（1956，　　　ヴエト統計学会議にふれて〔M〕6（3）（1955，7）

　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊部久蔵：マルサスの流通主義について〔A〕6（1）（1955，

相原　光：G．ストウベル『外国為替市場の安定問題』　　　1）

　〔R〕4（3）（1953，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　一：労働価値説の歴史と現代一ミーク「労働価値論

赤松　要：国際貿易における不等価交換　　名和統一教　　　研究」について〔C〕8（2）（1957，4）

　授の反i批判に答えて〔A〕2（1）（1951，1）　　　　　　　　　　　　　　　　〔B〕

　　：酒井正三郎『経済体制と人間類型』〔R〕4（4）（19　　馬場啓之助：貿易乗数と交易条件〔A〕4（2）（1953，4）

　53，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬場正雄：G．カトナ『経済行動の心理学的分析』〔R〕5

－
：経済政策的認識の諸問題〔A〕5（4）（1954，10）　　　　　（3）（1954，7）

一
：ドイツ学界の印象〔M〕6（2）（1955，4）　　　　　　　一：景気循環と企業者予想の性質〔A〕10（2）（1959，4）

青山秀夫：経済の場所としての日常一マックス・ウエ　　Baran，　P．　A．：後進性の政治経済学，宮崎犀一訳〔A〕3

　一バーにおける経済および経済学〔A〕2（1）（1951，1）　　　　（3）（1952，7）

一
：高橋長太郎『所得分布の変動様式』〔R〕7（2）（19　　－：Economic　progress　and　economic　surplt【s．〔C〕

　56，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5（1）（1954，1）

荒憲i治郎：シュナイダー『経済理論入門』〔R〕3（1）　Bondi，　G．：Die　deutsche　Wirtschaftswissenschaft

　（1952，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nach　dem　2．　WeltkTieg．〔付　大野精三郎訳文〕〔C〕10

－
：E．シュナイダー『経済理論入門』〔R〕5（3）（1954，　　（2）（1959，4）

　7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bronfenbrenner，　M．：Concepts　of　ecollomic　freedom．

一
：戦後日本経済の分析，産業連関分析：産業連関表　　　〔付　編集部訳文〕〔A〕1（4）（1950，10）

　による若干の「反作用効果」〔N〕6（4）（1955，10）　　　　一：The　Japanese　economy　faces　illdependence．

一
：古谷弘『現代経済学の基本問題』〔R〕10（3）（1959，　　〔N〕4（4）（1953，10）

　7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：Thoughts　on　the　yen－dollar　exchange　rate．〔C〕

一
：技術進歩の均衡分析〔A〕11（1）（1960，1）　　　　　　　10（2）（1959，4）

有馬文雄：ツァゴーロフ『農奴制崩壊期のロシア経済思　　　　　　　　　〔C〕

　想概観』〔R〕9（4）（1958，10）　　　　　　　　　　　　千種義人：厚生経済学の方法論に関する一考察〔A〕10

有沢広巳：わが国の国民所得統計について〔C〕4（2）（19　　（4）（1959，10）

　53，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔D〕

浅野栄一：セイ法則否定の二つの方法一ケインズ経済　　Dantwala，　M．　L．：Agricultuエe　and　economic　deve一

　学とマルクス経済学の場合〔C〕5（3）（1954，7）　　　　　　10pment　in　India．〔A〕8（4）（1957，10）

浅野義光：都留重人氏の戦後国民総生産統計の吟味（1）　　Dobb，　M．：封建制から資本主義への移行一ポール・

（1）



　M・スウイージー氏への反批判，岡稔訳〔C〕2（1）（1951，　　恐慌の論理〔A〕3（1）（1952，1）

　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡正夫：動学的投入産出過程の最適径路について〔A〕

一
：Again　on“The　transition　from　feudalism　to　　　6（3）（1955，7）

　capitalism”Areply　to　Prof・Takahashi・〔付　本田　　一：ピックス教授の需要理論〔C〕8（1）（1957，1）

　創造訳文〕〔C〕4（2）（1953，4）　　　　　　　　　　　　　古沢友吉：川合一郎『資本と信用一金融経済論序説』

＿
：Marx　and　the　so．called“Law　of　increasing　mi－　　〔R〕6（2）（1955，4）

　sery”・〔付　岡稔訳文〕〔A〕8（1）（1957，1）　　　　　　　　古谷　弘：柴田敬著『ピックス循環論批判』〔R〕3（3）（1

　　　　　　　　〔E〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　952，7）

海老沢道進：経済成長と国際収支一一最近のわが国にお　　一一：資本蓄積径路の有効条件一一・つのダイナミッ

　ける経験〔C〕9（2）（1958，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・プログラミング〔A〕6（3）（1955，7）

Eckstein，　A．：Conditions　and　prospects　for　economic　　　　　　　　　　〔G〕

　growth　in　mainland　china：some　comments・〔A〕8　　Gillmann，　J．　M．：Inter－illdllstry　correlation　between

　（3）（1957，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　organic　composition　of　capital　and　the　rate　of

江見康一：山口和雄『明治前期経済の分析』〔R〕8（1）　　pro6t．〔A〕10（3）（1959，7）

　（1957，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔II〕

一
：戦後所得分布の変遷〔III〕厚生調査による接近〔S〕　　原　薫：不換銀行券の流通〔A〕10（2）（1959，4）

　9（1）（1958，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狭田喜義：『経済表』の構成について一横山正彦「重

一一 ：日本の資本形成としての住宅投資（1887－1940）　　農主義分析」から教えをえつつ〔C〕9（4）（1958，10）

　〔M〕9（3）（1958，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　秦　正流：岡稔『ソヴエト工業生産の分析』〔R〕7（4）

一
：資本形成と貯蓄形成〔A〕10（3）（1959，7）　　　　　　　（1956，10）

一・ロソフスキrH・：政府建設投資の測定・ユ868－　　一：ソ連における工業・建設管理機構の改革〔C〕8（4）

　1940〔S〕9（1）（1958，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1957，10）

一・
伊大知良太郎：所得分布と貯蓄函数〔S〕10（2）（19　　服部英太郎：社会政策理論と『窮乏化法則』〔A〕7（2）

　59，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1956，4）

　　　　　　　　〔F〕　　　　　　　　林知已夫：G．カトーナ『経済行動の心理学的解析』
藤井栄一：基数的効用の諸概念〔C〕10（4）（1959・10）　　　　〔R〕7（1）（1956，1）

藤井満洲男：中国経済学界最近の動向〔C〕10（2）（1959・　一：レォンチエフ行列におけるデータ誤差の影響につ

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて〔M〕7（2）（1956，4）

藤井茂：小島清『国際経済理論の研究』〔R〕4（3）（195林直道：守屋典郎『恐慌と軍事経済』〔R〕4（4）（1953，

　3・7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）

藤野正三郎：オリゴポリと分配率〔C〕5（1）（1954，1）　　林雄二郎：エネルギー計画の問題〔C〕8（4）（1957，10）

一
：経済審議庁調査部国民所得課編『日本経済と国民　　Hecht，　J．：Le　Tableau　Economique：sa　publication，

　所得』〔R〕5（4）（1954・10）　　　　　　　　　　　　　　son　interpr6tation，　son　influence．〔付　編集部の要

一
：収穫法則・独占・分配および経済成長〔A〕6（1）　　旨訳文〕〔A〕9（4）（1958，10）

　（1955・1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　逸見謙三：B．トーマス『移民と経済成長』〔R〕6（2）（19

－
：L・M・コイック『分布ラッグと投資分析』〔R〕6　　55，4）

　（3）（1955・7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肥後和夫：林栄夫『戦後日本の租税構造』〔R〕10（4）

一
：戦後日本経済の分析，生産性・雇用：生産性と市　　　（1959，10）

　場構造〔N〕6（4）（1955，10）　　　　　　　　　　　　　平館利雄：宇野弘蔵『恐慌論』〔R〕5（2）（1954，4）

一一
：中村嘉吉氏の批判に答う〔M〕7（1）（1956，1）　　　　久武雅夫：賃金の引上と資本形成〔A〕6（1）（1955，1）

一
：昭和31年度『経済白書』を読んで，日本経済の　　本田創造：W・Z・フォスター『アメリカ諸国政治史概

　構造と近代化〔M〕7（4）（1956，10）　　　　　　　　　　　説』〔R〕3（4）（1952，10）

一
：戦後の経済変動〔1〕経済変動と在庫循環〔S〕8（2）　一：フォーナー編「フレデリック・ダグラスの生涯と

　（1957，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　著作集」によせて一アメリカ黒人問題の視角から

一
：市村真一『日本経済の構造』〔R〕8（4）（1957，10）　　　〔M〕4（4）（1953，10）

一
：循環的成長過程と貿易収支〔S〕11（2）（1960，4）　　　一：ウィリアム・Z・フォスターの最近の業績一

一
・ 高橋長太郎：戦後所得分布の変遷〔1〕課税所得調　　　『アメリカ史上の黒入人民』を中心に〔M〕6（3）（1955，

　査による接近〔S〕9（1）（1958．1）　　　　　　　　　　　　7）

藤塚知義：恐慌論と利潤率低下法則一資本論の体系と　　一：ラッセル・B・ナイ『ウィリアム・ロイド・ギャ

（2）



　リスンと人道主義的改革者たち』〔R〕7（2）（1956，4）　　　（1955，10）

一
：W．H．タウンぜンド『リンカーンとブノレーグラ　稲毛満春：偽装均衡成長と農民の分解〔C〕10（1）（1959，

　ス』〔R〕7（3）（1956，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）

一
：アメリカにおける奴隷制度廃止運動の歴史的前提　　井上晴丸：日本農業と労働市場一現代日本資本主義の

　一南部の奴隷制プランテイション制度〔A〕7（4）（19　　構造的特色からみた農業問題把握の一環として〔A〕9
　56，　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）（1958，1）

一
：プランテーション「資本」の一考察一プランタ　　伊大知良太郎：森田優三教授の『物価指数の正確さ』に

　一概念の経済学的規定に関して〔M〕9（4）（1958，10）　　　　ついて〔M〕3（4）（1952，10）

一
：鳥羽欽一郎『近代経済史』〔R〕10（1）（1959，1）　　　一：F．＆V．ルッツ『企業の投資理論』〔R〕4（2）（1953，

一
：アメリカ資本主義形成過程における「南部」の問　　　4）

　題〔A〕10（4）（1959，10）　　　　　　　　　　　　　一：長期デフレーターの問題点〔A〕4（4）（1953，10）

一
（訳）：P．M．スウィージー「再び封建制から資本主　　一：日本の所得分布〔II〕勤労者世帯所得のジブラ分布

　義への移行について」高橋教授ならびにドッブ教授の　　　〔S〕5（2）（1954，4）

　批判に答えて〔C〕4（2）（1953，4）　　　　　　　　　　　一：Digest　of　statistical　Tesearch．　The　persolla1

－
（訳）：M．ドッブ「再び封建制から資本主義への移　　　dlstribution　of　income　in　Japan．〔N〕5（2）（1954，4）

　行について」高橋教授の批判に答えて〔C〕4（2）（1953，　一：H．ウオルト，L．ジューリン共著「需要分析一

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計量経済学における一研究」〔R〕5（2）（1954，4）

本間要一郎：『日本資本主義講座』の検討一戦後日本　　一：物価水準一義性の一テストー価格分散の役割

　の政治と経済，工業問題：独占資本の若干の論点につ　　　〔S〕6（2）（1955，4）

　いて〔R〕6（4）（1955，10）　　　　　　　　　　　　　　　一：戦後日本経済の分析，物価：物価水準と物価構造

一
：労働生産性の上昇と利潤率低下傾向の法則〔C〕11　　　〔N〕6（4）（1955，10）

　（1）（1960，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：第29回国際統計学会〔M〕7（2）（1956，4）

細谷新治：ソ連研究文献目録について（1，2）〔R〕3（4）　一：森田優三『経済変動の統計分析法』〔R〕7（3）（19

　（1952，10）；4（1）（1953，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56，7）

一
：The　RAND　Corpoτationのソ連経済研究刊行リ　　ー：物価デフレーターの歪曲効果〔A〕8（2）（1957，4）

　スト〔M〕10（3）（1959，7）　　　　　　　　　　　　　　一：S．J．プレイスおよびH．s．ハウタッカー『家計分

一
：米ソの経済競走にかんする文献目録〔R〕11（2）（19　　析』〔R〕8（3）（1957，7）

　60，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：デフレーター効果の分折方向〔M〕10（1）（1959，1）

　　　　　　　　〔1〕　　　　　　　　　　　　　　　　一：デフレーターと生産構造〔A〕11（1）（1960，1）

市村真一二貿易依存度の分析から非線型計画論まで一　　一・宮川公男：戦後所得分布の変遷〔II〕家計調査によ

　レオンチエフ体系の応用に関する4つの提案〔A〕5（2）　　る接近〔S〕9（1）（1958，1）

　（1954，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・江見康一：所得分布と貯蓄函数〔S〕10（2）（1959，

一
：モーリス・アレー『純粋経済学概論』（第2版）　　4）

　〔R〕6（1）（1955，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　一・溝口敏行：わが国の消費成長と国際的位置〔S〕11

－
：大川一司編『日本経済の成長率』〔R〕7（4）（1956，　　（2）（1960，4）

　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川郁男：ポリャンスキー『18世紀ロシアにおけるマ

家本秀太郎：山田勇教授のレオンチエフ体系の修正につ　　　ニュファクチュアの経済的構成』〔R〕8（2）（1957，4）

　いて〔A〕3（3）（1952，7）　　　　　　　　　　　　　　石川　滋：中国の社会主義的蓄積における農業セクター

一
：産業相互関連のinput－output的分析方法につい　　　の負担〔M〕8（1）（1957，1）

　て〔A〕5（1）（1954，1）　　　　　　　　　　　　　　　一：エクスタインのコメントを読んで〔A〕8（3）（1957，

一
：有沢広巳編『日本の生活水準』〔R〕6（1）（1955，1）　　　7）

飯田貫一：ぺ・イ・リャシチェンコ『ソ同盟国民経済　　一：E．S．カービー編1955年版『現代中国』〔R〕8

　史』〔R〕7（4）（1956，10）　　　　　　　　　　　　　　　　（3）（1957，7）

池田頴昭：JI．マイゼンベルク『ソ同盟国民経済におけ　　一：中国農業合作化の生産力効果〔M〕8（4）（1957，10）

　る価格形成』〔R〕6（2）（1955，4）　　　　　　　　　　　一：社会主義経済における労働需給の決定機構一中

今井賢一：J．ティンバーゲン『経済政策一その原理と　　　ソの比較を通ずる研究〔S〕10（3）（1959，7）

　設計』〔R〕8（4）（1957，10）　　　　　　　　　　　　一：W．W．ホリスター『中国の国民総生産と社会勘定

稲葉秀三：『日本資本主義講座』の検討一戦後日本の　　　1950～1957』〔R〕10（4）（1959，10）

　政治と経済，工業問題：経済自立の諸問題〔R〕6（4）　　一：中国とソ連の労働分配率〔M〕11（1）（1960，1）

（3）



一
：中国とインドの経済成長比較〔S〕11（2）（1960，4）　　Kauder，　E．：Menger　and　his　library．〔C〕10（1）（1959，

一
：B・ヒギンス『経済開発一諸原理，諸問題およ　　　1）

　び諸政策』〔R〕11（2）（1960，4）　　　　　　　　　　　　川口　弘：岸本誠二郎，都留重人監修『講座・近代経済

磯野　修：生計費指数と数量指数〔C〕8（3）（1957，7）　　　　学批判』1－III〔R〕9（1）（1958，1）
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－
：ソ連の貿易国家独占について一ソ連貿易の性質　　　52，7）

　とその発展可能性〔S〕4（3）（1953，7）　　　　　　　　　一：S．Nプロコポヴィッツ『ソ連邦の第四次五ヵ年

野田孜二経済的成長に関する研究（コーリン・クラー　　計画』〔R〕3（4）（1952，10）

　クの批判を中心として）日本経済の成長率に関する研　　一：国際貿易の現状，戦後の東西貿易および社会主義

　究（第2報）V円の購買力測定（国際単位）〔S〕3（1）（195　　諸国の貿易〔S〕4（3）（1953，7）

　2，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：ソヴェト経済の現段階（II）農業〔S〕5（3）（1954，7）

一一 ：E・M．オジャラ『農業と経済進歩』〔R〕4（1）（195　－：ソ同盟経済における蓄積一蓄積における取引税

　3，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の役割〔A〕5（4）（1954，10）

（6）



一
：マルクス主義経済学前進のための基本的文献の刊　　一：国際貿易の現状，戦後アメリカの貿易と国際収支

　行について一主としてマルクス『剰余価値学説史』　　　（1）商品貿易〔S〕4（3）（1953，7）

　新版を中心とする文献紹介〔R〕6（1）（1955，1）　　　　　一：アメリカ資本主義における「停滞」の問題一主

一
：社会主義的再生産と蓄積の問題（II）ソヴェト社会　　　としてスタインドルの研究について〔A〕5（2）（1954，4）

　主義経済の再生産構造〔S〕6（3）（1955，7）　　　　　　　　　：ソースタイン・ヴェブレンに関する研究の展望

一
：『日本資本主義講座』の検討　　戦後日本の政治　　　一その問題意識を中心として〔S〕5（4）（1954，10）

　と経済，総論〔R〕6（4）（1955，10）　　　　　　　　　　　一：アメリカ農業生産力と農業政策（1）アメリカ農業

一
：社会主義社会の国民所得〔C〕7（1）（1956，1）　　　　　　生産力〔S〕6（1）（1955，1）

一
：アー・ヴェー・バチューリン『ソヴェート同盟に　　一：アメリカ独占資本主義に関する研究の動向〔R〕

　おける利潤と取引税』〔R〕7（3）（1956，7）　　　　　　　　　6（2）（1955，4）

一
：ソヴェト第6次5ヶ年計画の問題点（II）農業〔S〕　一：戦後日本経済に関する諸外国の論評（1）アメリカ

　7（4）（1956，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　及びイギリスの文献〔R〕6（4）（1955，10）

一
：国民経済バランスの理論〔A〕8（2）（1957，4）　　　　一：経済学における計量的方法と歴史的方法一アメ

ー
：社会主義経済のもとでの価値と価格（1）ソヴェト　　　リカ経済成長論のための序説〔M〕7（4）（1956，10）

　経済における価値法則〔付　文献目録〕〔S〕9（2）（1958，　　　　：故ウィルフレッド・スミス教授の業績〔M〕8（3）

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1957，7）

一
：社会主義的国際経済協力の現段階〔M〕9（3）（1958，　　　　：ヴェブレンとマルクス〔A〕9（2）（1958，4）

　7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：アメリカ自動車産業における独占（II）寡占体とし

一
：H．コツィオレーク『マルクス・レーニン主義国　　　てのフォード自動車会社一Administered　Priceに

　民所得論の根本問題一社会主義篇』〔R〕9（4）（1958，　　　ついて〔S〕9（3）（1958，7）

　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：ソースタイン・ヴェブレンの生誕百年祭〔M〕10（2）

一
：E。H．ヵ一『ソヴェート・ロシア史一1国社会　　　（1959，4）

　主義』〔R〕10（3）（1959，7）　　　　　　　　　　　　　　一・伊東政吉：アメリカにおける最近の経済集中〔S〕

一
：初期のゴスプラン〔A〕10（4）（1959，10）　　　　　　　1（4）（1950，10）

一
：米ソの経済競争〔S〕11（2）（1960，4）　　　　　　岡稔：チャプキン編『チェコスロヴァキアの第1次経

一
（訳）：都留重人「マルクスの利潤率低落理論一批　　　済発展五ヵ年計画』〔R〕2（4）（1951，10）

　判の批判」〔A〕2（3）（1951，7）　　　　　　　　　　　　一：経済的成長に関する研究（コーリン・クラークの

則武保夫：銀行独占と経済発展〔C〕9（3）（1958，7）　　　　　　批判を中心として）ソ連邦国民所得とその成長率の問

　　　　　　　　〔0〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　題（1）国民所得推計の問題点（1～5）〔S〕3（1）（1952，1）

小尾恵一郎：労働の供給について一経験的事実と理論　　一：ソ連邦経済の現状1．生産力の復興と発展（1）達成

　の再考〔C〕8（3）（1957，7）　　　　　　　　　　　　　　　〔S〕3（3）（1952，7）

小椋広勝：井上晴丸，宇佐美誠次郎著『危機における日　　一：再生産表式の1考察一均衡の前提を中心にして

　本資本主義の構造』〔R〕3（4）（1952，10）　　　　　　　　　〔A〕3（4）（1952，10）

小原敬士：シイモア・ハリス編『アメリカ資本主義を救　　一：H．B．スターリン『ソ連邦における社会主義の経

　う道』〔R〕1（1）（1950，1）　　　　　　　　　　　　　　　　済的諸問題』〔R〕4（2）（1953，4）

一
：アノレヴィン・ハンセン著『貨幣理論と財政政策』　　一：P．バラン『経済進歩と経済余剰』によせて〔C〕

　〔R〕1（2）（1950，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5（1）（1954，1）

一
：アメリカ独占資本の特質　　独占産業の資本蓄積　　一：A．バーグソン『ソヴェト経済の成長』〔R〕5（2）

　形態〔A〕2（2）（1951，4）　　　　　　　　　　　　　　　（1954，4）

一
：ジョン・R．コモンズ『集団行動の経済学』〔R〕　　一：ソヴェト経済の現段階（1）工業〔S〕5（3）（1954，7）

　3（1）（1952，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：ブリューミン『現代英国ブルジョア経済学批判』

一
：剰余価値率と分配率の実証的研究（II）アメリカに　　　〔R〕6（1）（1955，1）

　おける剰余価値率と所得分配率〔S〕3（2）（1952，4）　　　　　　：KB．オストロヴィチャノフ他編『経済学教科書』

一
：ジョセフ・ドーフマン『アメリカ文明における経　　　〔R〕6（2）（1955，4）

　済思想』〔R〕3（3）（1952，7）　　　　　　　　　　　　　　一：社会主義的再生産と蓄積の問題（1）社会主義経済

一
：資本形成の実証的研究（II）アメリカにおける資本　　　への再生産表式の適用〔S〕6（3）（1955，7）

　形成（1）資本形成の長期趨勢〔S〕4（1）（1953，1）　　　　　一：ソ同盟における投資効率の測定法をめぐる論争に

一
：矢口孝次郎『資本主義成立期の研究』〔R〕4（2）　　　ついて〔M〕7（3）（1956，7）

　（1953，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：ソヴエト第6次5ヵ年計画の問題点（1）工業，（III）

（7）



　投資〔S〕7（4）（1956，10）　　　　　　　　　　　　　　　一：労働への分配率上昇の諸条件一単純なモデルに

一一 ：窮乏化法則の問題点〔A〕8（1）（1957，1）　　　　　　　よる分析〔A〕8（1）（1957，1）

一
：相対的窮乏化の問題によせて〔M〕9（1）（1958，1）　　一：日本の経済計画（1）適正成長率の諸条件一一一計画

一
：社会主義経済のもとでの価値と価格（II）ソヴェト　　立案の作業方式〔S〕8（4）（1957，10）

　経済における価格形成〔付　文献目録〕〔S〕9（2）（1958，　　一：過剰就業と偽装均衡一批判に答えて〔M〕9（1）

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1958，1）

一
：労働生産性の概念と測定について〔M〕10（1）　　　　一：戦後に関する投資・消費の推計（1）はしがき

　（1959，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題の提示〔S〕10（1）（1959，1）

一
：ソ同盟科学アカデミー経済学・哲学・法学部門　　一：傾斜構造の分析〔A〕10（3）（1959，7）

　『統計学紀要』第3巻〔R〕10（2）（1959，4）　　　　　　　一：偽装失業と労働の限界生産カー初期的停滞の経

一
：べ・コルダ『労働生産性の測定』〔R〕10（4）（1959，　　済について〔M〕10（4）（1959，10）

　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：第6回国際所得国富』学会の印象〔M〕11（2）（1960，

一
：計画経済のもとでの価格と経済計算〔A〕11（1）　　4）

　（1960，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・野田孜：日本の生活水準一戦前戦後の比較測定

一
（訳）：M’ドッブ『封建制から資本主義への移行一　　　〔S〕2（1）（1951，1）

　ポール・Mスウイージー氏への反批判』〔C〕2（1）　　　置塩信雄：剰余価値率の測定〔A〕10（4）（1959，10）

　（1951，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大来佐武郎：アジア後進国における資本形成ないし蓄積

一
（訳）：P．M．スウィージー「封建制から資本主義へ　　　の問題〔C〕4（1）（1953，1）

　の移行一モーリス・ドッブ氏への批判」〔C〕2（1）　大河内一男：労働組合における日本型について〔A〕2
　（1951，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）（1951，10）

一一 （訳）：M．ドッブ「マルクスといわゆる窮乏化法則」　　大熊一郎：M・アブラモヴィッツ『在庫品と景気循環』

　〔A〕8（1）（1957，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔R〕4（2）（1953，4）

大川一司：勤労者生計と所得税負担〔S〕1（2）（1950，4）　　一：オランダの長期計画モデルの構成について〔C〕8

－
：セオドァW．シュノレツ著『農業における生産と厚　　　（4）（1957，10）

　生』〔R〕1（3）（1950，7）　　　　　　　　　　　　　　　一：篠原三代平編『産業構造』〔R〕11（1）（1960，1）

一
：所得・生産性等の地域的比較に関する最近の諸論　　奥沢篤次郎：Ch．ベトゥレーム『経済成長の極大化』に

　〔R〕1（4）（1950，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついて〔R〕8（4）（1957，10）

一
：実質所得の比較・測定一尺度としての価格の性　　大野精三郎：スラファ編『リカード全集』の刊行につい

　質〔A〕2（3）（1951，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て〔R〕3（3）（1952，7）

一
：日本国民所得統計の検討（1）国民所得の長期変動　　一：リチャード・ジョーンズにおける歴史と理論〔A〕

　一日本経済の成長率に関する研究（第1報）〔S〕2（4）　　4（2）（1953，4）

　（1951，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：平瀬已之吉『経済学の古典と近代』〔R〕6（1）（19

－
：KW．カップ『私的企業の社会的費用』〔R〕2（4）　　55，1）

　（1951，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：マルクス経済学の方法をめぐる二，三の文献と問

一
：経済的成長に関する研究（コーリン・クラークの　　題〔M〕7（1）（1956，1）

　批判を中心として）日本経済の成長率に関する研究（第　　一：ヘーゲルにおける古典派経済学の把握〔A〕7（4）

　2報）IV所得の分配率VI総括と結論〔S〕3（1）（1952，1）　　　（1956，10）

一
：ジョンストン氏の寄稿に添えて〔C〕3（3）（1952，7）　　一：ヘーゲルと古典派経済学〔S〕8（3）（1957，7）

一
：資本の形成過程と農業〔A〕4（1）（1953，ユ）　　　　　一：Hege1＝Marxの労働把握とその射程〔M〕9（3）

一
：川野教授の批判に答えて〔M〕4（3）（1953，7）　　　　　（1958，7）

一
：山田雄三『日本経済の計画論的考察』〔R〕5（3）　一：18世紀における歴史・社会の唯物論的把握の一

　（1954，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　典型一Jolln　Millarの“The　origin　of　the　distinc－

一
：成長分析と相対価格〔M〕5（4）（1954，10）　　　　　　tion　of　ranks，1771”の意義〔A〕10（3）（1959，7）

一
：Digest　of　statistical　research．　The　ef正ects　of　－（訳）：J．クチンスキー「ドイツにおける3．月革命以

　the　recent　deflation　policy　upon　the　ecollomy　of　　前（1840－47年）の労働者の状態についてのブルジョ

　Japan．〔N〕6（2）（1955，4）　　　　　　　　　　　　　　　ア的・半封建的文献のイデオロギーによせて」〔c〕10

－
：戦後日本経済の分析，生産性・雇用：生産性向上　　　（1）（1959，1）

　と雇用問題〔N〕6（4）（1955，10）　　　　　　　　　　　　一（訳）：G．ボンディ「第2次世界戦争後におけるドイ

ー
：第9回農業経済学者国際会議〔M〕7（2）（1956，4）　　　ツの経済科学」〔C〕10（2）（1959，4）

（8）



一
：Historical　sociologlstとしてのJohn　Millar　　　（1956，1）

　－Millar研究小史と最近の1傾向〔M〕11（2）（1960，　一：アメリカにおけるオートメーション〔S〕8（1）（19

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57，1）

Oshima，　H．　T．：Survey　of　various　long－term　estima－　一：「金融資本」概念にかんする一考察〔M〕9（2）（19

　tes　of　Japanese　national　income．〔N〕4（3）（1953，7）　　　58，4）

一
：Notes　on　an　alterllatvie　method　of　estimating　－：アメリカ自動車産業における独占（1）戦後におけ

　the　national　illcome　and　expenditure　of　Japan，　　る自動車産業の集中〔s〕9（3）（1958，7）

　1881．〔A〕8（3）（1957，7）　　　　　　　　　　　　　一：ソ連科学アカデミー，世界経済国際関係研究所

一
：Rejoinder　to　Henry　Rosovsky〔C〕9（1）（1958，1）　　　『第2次世界戦争後のアメリカの独占資本』〔R〕10（1）

大島雄一：R．ギエヌフ『マルクス価値論の問題』〔R〕8　　　（1959，1）

　（2）（1957，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：戦後資本主義経済における物価騰貴について〔A〕

大塚久雄：マニュファクチャの歴史的形態〔A〕7（4）（19　　　10（2）（1959，4）

　56，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：戦後景気循環の特徴について一とくにJI・メン

大内　力：『日本資本主義講座』の検討一戦後日本の　　　デリソン論文をめぐって〔M〕11（1）（1960，1）

　政治と経済，農業：農業問題〔R〕6（4）（1955，10）　　　　一：ヴェ・イェ・モトィリョフ『金融資本とその組織

尾崎　巌：生産函数の計測と企業の理論〔C〕9（1）（1958，　　型態』〔R〕11（2）（1960，4）

　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シュンペーター教授の一生　　ハーヴァード大学教授会

　　　　　　　　〔R〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録，編集部訳〔C〕1（3）（1950，7）

Robinson，　J．：Atheory　of　long－rutl　development．〔C〕　関　恒義：森嶋通夫『動学的経済理論』〔R〕2（3）（1951，

　6（4）（1955，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）

Rosovsky，　H．：Some　tllollghts　on　Mr．　Oshima’s　ben－　一：賃金闘争の模型分析〔A〕7（1）（1956，1）

　cllmark　for　1881．〔A〕8（3）（1957，7）　　　　　　　　　一：置塩信雄『再生産の理論』〔R〕9（1）（1958，1）

一一
・ 江見康一：政府建設投資の測定，1868－1940〔S〕　柴田　敬：古谷教授の批判に対して〔M〕3（4）（1952，10）

　9（1）（1958，1）　　　　　　　　　　　　　　　柴田裕：資本蓄積と国際分業一小島モデルについて
　　　　　　　　〔S〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔C〕9（1）（1958，1）

斎藤謹造：巨視的分配論の問題点〔C〕9（3）（1958，7）　　　　柴山幸治：岡稔氏「再生産表式の一考察」によせて〔M〕

坂元平八：社会調査と標本調査について〔C〕7（2）（1956，　　4（2）（1953，4）

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷一郎：18世紀末のロシヤ経済思想の一断面一60

阪本楠彦：山田盛太郎編『変革期における地代範疇』　　　年代の反農奴制思想〔C〕10（4）（1959，10）

　〔R〕8（3）（1957，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　島　恭彦：町村合併と農村の変貌一公有林野問題に関

坂田太郎：『経済表』とマノレクス〔A〕9（4）（1958，10）　　　　連して〔A〕8（2）（1957，4）

　　：ケネー像と「経済表」第1版の手稿について〔M〕　島崎晴哉：フランスにおける貧困化論の一側面〔C〕8（1）
　9（4）（1958，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1957，1）

Samuelson，　P．　A．：Probability　and　the　attempts　to　島津亮二：F．マ・・ルプ『売手競争の理論』，『独占の政治

　measure　utility．〔付　訳文〕〔A〕1（3）（1950，7）　　　　　経済学』〔R〕7（1）（1956，1）

佐々木重一：租税負担についての一考察〔C〕2（2）（1951，　　下村　治：景気変動とFeedback〔A〕3（1）（1952，1）

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：宮崎義一氏の批判に対して〔M〕4（1）（1953，1）

佐藤　弘：経済地理学の諸問題〔A〕5（1）（1954，1）　　　　新庄　博：第2次大戦後の景気変動一経済成長と景気

佐藤金三郎：「経済学批判準備ノート」におけるMarx　　循環に関して〔A〕10（1）（1959，1）

　の利潤率低下論について〔C〕9（3）（1958，7）　　　　　　篠原三代平：アメリカにおける経済予測一主として消

佐藤定幸：中間恐慌および部分的恐慌〔M〕5（4）（1954，　　費函数論争を中心として〔S〕1（3）（1950，7）

　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：ハンセン記念論文集『所得・雇傭および公共政

一
1アメリカ農業生産力と農業政策（II）戦後アメリヵ　　　策』〔R〕2（1）（1951，1）

　農業政策の動向〔S〕6（1）（1955，1）　　　　　　　　　一：日本の賃銀構造（II）産業間の賃銀構造こS〕2（3）

一
：ソ同盟科学アカデミア経済研究所編『アメリヵ経　　　（1951，7）

　済の軍事化と勤労者の状態の悪化』〔R〕6（3）（1955，7）　一：デューゼンベリー『所得・貯蓄および消費者行動

一
：戦後日本経済に関する諸外国の論評（II）ソ同盟の　　　の理論』〔R〕2（4）（1951，10）

　文献〔R〕6（4）（1955，10）　　　　　　　　　　　　　　　　一：所得分析と価格機構〔A〕3（1）（1952，1）

一
：戦後アメリカ経済の循環的発展について〔A〕7（1）　　一：剰余価値率と分配率の実証的研究1．日本の剰余
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　価値率と分配率（1）製造工業のばあい〔S〕3（2）（1952，　　　（4）（1951，10）

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：ソ連邦経済の現状1．生産力の復興と発展（2～3）

一
：T・C．チャン『国際収支の循環的変動』〔R〕3（3）　　〔S〕3（3）（1952，7）

　（1952，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：スターリン論文に関連する若干の問題について

一
：ストックホルム学派の基本方程式〔M〕3（4）（1952，　　〔C〕4（4）（1953，10）

　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：デ・イ・ローぜンベルグ『19世紀40年代におけ

一
：資本形成の実証的研究（1）日本における資本形成　　　るマルクスとエンゲルスの経済学説の発展の概要』

　（2）「財貨流れ法」による推計〔S〕4（1）（1953，1）　　　　　〔R〕7（2）（1956，4）

一一 ：Digest　of　statistical　research，　Capital　forma－　一：いわゆる「国民経済の計画性ある発展の法則」に

　tion　in　Japan．〔N〕4（1）（1953，1）　　　　　　　　　　　　　ついて〔A〕8（4）（1957，10）

一
：チャン『実質賃銀・利潤率の変動と景気循環』　　一（訳）：H．A・ツァゴーロフ「経済科学への偉大な寄

　〔R〕4（4）（1953，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　与」〔A〕9（4）（1958，10）

一一 ：産業構造と資本係数（1）工業・商業の資本係数（1）　　末永茂喜：『剰余価値学説史』におけるMarxの意図に

　大企業を中心とした産業別資本係数一経営分析デー　　　就いて〔A〕6（3）（1955，7）

　タを素材として〔S〕5（1）（1954，1）　　　　　　　　　　杉原四郎：J．S．ミルの社会主義論一遺稿Chapters　on

　　：経済進歩と価格体系〔A〕5（3）（1954，7）　　　　　　　Socialismを中心として〔C〕7（1）（1956，1）

一一
：森嶋通夫『資本主義経済の変動理論』〔R〕6（3）　杉本栄一：経済的測定の本質〔A〕1（3）（1950，7）

　（1955，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉本俊朗：M．リュベル『カール・マルクス書誌，附フ

　　：戦後日本経済の分析，資本形成：設備投資・在庫　　　リードリッヒ・エンゲルス著作目録』〔R〕8（1）（1957，

　投資〔N〕6（4）（1955，10）　　　　　　　　　　　　　　　1）

一
：資本係数の産業別測定〔M〕7（4）（1956，10）　　　　杉山忠平：アイザック・バットの経済思想〔A〕10（2）

一
：産業構造と投資配分〔A〕8（4）（1957，10）　　　　　　（1959，4）

一
：フリードマンの恒常所得仮説〔M〕9（1）（1958，1）　　住谷一彦：小林昇『経済学史研究序説一スミスとリス

ー
：青山秀夫編『日本経済と景気変動』〔R〕9（3）（19　　　ト』〔R〕9（3）（1958，7）

　58，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴鹿寛昌・川島芳郎：TVAの電力料金と独立採算制

一一
：戦後に関する投資・消費の推計（II）コモ法による　　　〔S〕1（4）（1950，10）

　固定資本形成と消費支出の推計〔S〕10（1）（1959，1）　　　Sweezy，　P．　M・：In　answer　to　criticisms　on“The　the－

一
：金融統計による貯蓄推計の性格〔M〕10（4）（1959，　　0ry　of　capitalist　development”・〔C〕〔付訳文・著

　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作目録〕1（2）（1950，4）

一
：経済発展と貿易一小島清氏の批判に答う〔A〕11　　－：封建制から資本主義への移行一モーリス・ドッ

　（1）（1960，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ氏への批判，岡稔訳〔C〕2（1）（1951，1）

一
：国際的視野からみた戦後経済成長〔S〕11（2）（1960，　一：Again　on“The　transition　from　feudalism　to

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　capitalism，，．　A　reply　to　prof．　Takahashi　and　Prof．

一
：経済企画庁経済研究所編『在庫変動に関する若干　　　Dobb・〔付本田創造訳文〕〔C〕4（2）（1953，4）

　の分析』〔R〕11（2）（1960，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔T〕

篠原泰三：大川一司『農業の動態分析』〔R〕5（4）（1954，　館竜一郎：流動性需要と経済変動〔A〕7（3）（1956，7）

　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大陽寺順一：絶対的貧困化の法則性について〔A〕8（1）

塩野谷九十九：技術的進歩の古典派理論〔A〕4（4）（1953，　　　（1957，1）

　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木幸二郎：資本蓄積過程の1問題点一ポール・スウ

塩野谷祐一：C．N．ヴァキール，　P．　R．ブラーマナンド　　　ィージーの「蓄積と労働力の価値」について〔M〕4（1）

　『経済発展のための計画』〔R〕8（4）（1957，10）　　　　　　（1953，1）

白石孝：D．マクドーガル『世界のドル問題』〔R〕9　高橋長太郎：ソ連邦国民所得統計の吟味〔S〕1（1）（1950，
　（3）（1958，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）

白杉庄一郎：松川七郎『ウィリァム・ペティーその政　　一：カール・シャウプ著『国民所得分析の諸原理』

　治算術＝解剖の生成に関する1研究』上巻〔R〕10（2）　　　〔R〕1（1）（1950，1）

　（1959，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：所得税負担の分析〔S〕1（2）（1950，4）

宍戸寿雄：大川一司『生活水準の測定』〔A〕5（2）（1954，　一：イギリスにおける国民経済計算〔S〕1（3）（1950，7）

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：国民所得と資本蓄積1（4）（1950，10）

副島種典：資本循環の三形式と社会主義的再生産〔A〕2　　－：佐々木氏の寄書に答う〔C〕2（2）（1951，4）
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一
：日本の賃銀構造（1）賃銀分布の変動〔S〕2（3）（1951，　　〔M〕7（3）（1956，7）

　7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：ソ同盟科学アカデミー経済研究所『ソヴェト工業

一
：国富推計に関する最近の諸問題〔R〕2（3）（1951，7）　　経済学』〔R〕8（2）（1957，4）

一
：日本国民所得統計の検討（1）戦後分配国民所得の　　玉野井芳郎：大野精三郎『ジョーンズの経済学』〔R〕5

　変容〔S〕2（4）（1951，10）　　　　　　　　　　　　　　　（3）（1954，7）

一
：経済的成長に関する研究（コーリン・クラークの　　一：周期的恐慌一1836－37年の恐慌を中心として

　批判を中心として）ソ連邦国民所得とその成長率の問　　　〔C〕6（1）（1955，1）

　題点くH）国民所得の成長率と支出構成〔S〕3（1）（1952，　　種瀬　茂：市場価格の周期的変動と恐慌〔A〕7（3）（1956，

　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）

一
：国民所得国富」研究会編『所得と富の研究』第13　　－：利潤率の傾向的低下の法則について一Gillman．

　巻〔R〕3（1）（1952，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏の著The　Falling　Rate　of　Profit，1957．によせて

一
：所得分配率と再分配効果〔A〕3（2）（1952，4）　　　　　〔C〕10（2）（1959，4）

一
：資本形成の実証的研究（1）日本における資本形成　　田沼　肇：『日本資本主義講座』の検討一戦後日本の

　（1）金融面からみた日本の資本蓄積〔S〕4（1）（1953，1）　　　政治と経済，労働：労働問題一貧困化の分析を中心

一
：T．シトフスキイ『厚生と競争』〔R〕4（1）（1953，1）　　に〔R〕6（4）（1955，10）

一
：S．クズネッツ『高額所得層の所得と貯蓄』〔R〕4　建元正弘：レオンティエフ逆説と日本貿易の構造〔A〕9

　（4）（1953，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）（1958，1）

一
：日本の所得分布（1）個人所得の分布〔S〕5（2）（1954，　寺村鉄三：ぺ・カ・ブイグルノフ『ヨーロッパ人民民主

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主義諸国における社会主義経済の建設と外国貿易の発

一
：景気変動と利潤の分布〔M〕6（1）（1955，1）　　　　　　展』，エフ・ぺ・ブィストロフ，ゲ・エス・ロバケン

ー
：固定資本の回転と投資決意〔A〕6（2）（1955，4）　　　　監修『人民民主主義諸国の国際決済と通貨関係』〔R〕

一
：戦後日本経済の分析，資本形成：資金需給・産業　　　9（2）（1958，4）

　別貸出と政府投資〔N〕6（4）（1955，10）　　　　　　　東畑精一：シュムペーター『経済分析の歴史』1954年

一
：第4回国民所得国富調査国際協会〔M〕7（2）（1956，　　〔R〕5（4）（1954，10）

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橡川一朗：増田四郎『西洋封建社会成立期の研究』〔R〕

一
：経済発展と政府投資〔A〕7（4）（1956，10）　　　　　　　10（4）（1959，10）

一
：N・カルドア『支出税について』〔R〕8（1）（1957，　Uaro刀oB，　H・A・：Be朋KHH　BM孤B3KoHoMHqecKylo　Ha－

　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yKy・〔付　副島種典訳文〕〔A〕9（4）（1958，10）

一
：高田保馬編『経済成長の研究』第3巻『経済の成　　津田内匠：近年におけるTurgot研究の動き〔C〕6（3）

　長と安定』〔R〕9（2）（1958，4）　　　　　　　　　　　（1955，7）

一
：資金循環における貯量分析と流量分析〔M〕9（4）　一：Turgotの経済思想についての一考察一9ues－

　（1958，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　neyの発展的継承者として〔S〕9（4）（1958，10）

一
：独立投資の発展径路〔A〕10（2）（1959，4）　　　　　一：国立人口問題研究所『フランスワ・ケネーとフィ

ー
：成長模型の諸問題〔A〕11（2）（1960，4）　　　　　　　　ジオクラシ』〔R〕10（2）（1959，4）

一
・ 藤野正三郎：戦後所得分布の変遷（1）課税所得調　　一：Turgotの土地単税の主張の一面〔M〕10（3）（1959，

　査による接近〔S〕9（1）（1958，1）　　　　　　　　　　　　7）

高橋寿常：M・A．コープランド『マネー・フロウの研究』　辻村江太郎：習慣形成一一消費者行動の動的側面〔C〕5

　〔R〕5（3）（1954，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）（1954，10）

高橋幸八郎：封建制から資本主義への移行一スウィー　　一：高田保馬『消費函数の研究』〔R〕8（3）（1957，7）

　ジー・ドッブ両氏の論争に寄せて〔C〕2（2）（1951，4）　　　都留重人：国民所得における「政府」の位置〔A〕1（1）

高橋泰蔵：オーバー・ローン現象とその現段階的意味　　　（1950，1）

　〔A〕3（1）（1952，1）　　　　　　　　　　　　　　　　一：税法上の公正と適用上の公正〔S〕1（2）（1950，4）

一
：欧米戦後経済問題の一断面〔M〕5（3）（1954，7）　　　一：再生産表式における蓄積と消費一ベッテレエム

高須賀義博・都留重人：再生産表式と固定資本の補填　　　氏に答う〔A〕1（3）（1950，7）

　〔S〕10（4）（1959，10）　　　　　　　　　　　　　　　　一：日本国民所得統計の検討（1）戦後国民総生産統計

高田保馬：自然成長率に関する覚書〔A〕6（2）（1955，4）　　　の吟味（1）〔S〕2（4）（1951，10）

竹浪祥一郎：ゲオルゲ・ケメーニュ『1947－9年のハン　　ー：Marx’s　theory　of　the　falling　tendency　of　the

　ガリーにおける経済計画化』〔R〕5（1）（1954，1）　　　　　rate　of　profit－a　critiqlle　of　critiqlles．〔付　野々

一
：『経済学教科書』（第2版）第3篇の二，三の問題　　　村一雄訳文〕〔A〕2（3）（1951，7）
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一
：国際国民所得学会編『所得と富』第1巻〔R〕3（2）　　クの批判を中心として）日本経済の成長率に関する研

　（1952，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究（第2報）n成長率〔S〕3（1）（1952，1）

一
：Digest　of　statistical　research．　consumption　－：J．ロビンソン『経済学論文集』〔R〕3（4）（1952，

　expenditures　in　the　post－war　Japan．〔N〕3（3）（1952，　　　10）

　7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：J．ロビンソン『利子率及び其他に関する論文集』

一
：Digest　of　statistical　research．　The　Korean　　　〔R〕4（1）（1953，1）

　boorn　and　its　reaction　in　Japan，〔N〕3（4）（1952，10）　　一：技術進歩と所得分配率〔M〕4（2）（1953，4）

一
：国際経済学会の印象〔M〕4（1）（1953，1）　　　　　　一：産業構造と資本係数（1）工業・商業の資本係数（2）

一
：日本貿易政策の主要問題点〔A〕4（3）（ユ953，7）　　　　産業別，規模別資本係数一「工業調査書」「商業調

一
：副田・相原両氏に答う〔M〕4（4）（1953，10）　　　　　　査書」を素材として〔S〕5（1）（1954，1）

一
：経済審議庁編　昭和28年度年次経済報告『経済　　一：家族経済と労働市場一潜在失業の研究〔A〕5（2）

　白書』〔R〕4（4）（1953，10）　　　　　　　　　　　　　　　（1954，4）

一
：杉本栄一『近代経済学史』〔R〕5（1）（1954，1）　　　一：イギリスの資本形成〔M〕6（3）（1955，7）

一
：戦後日本経済の分析序論〔N〕6（4）（1955，10）　　　　一：戦後日本経済の分析，生産性・雇用：石炭業にお

一
：『日本資本主義講座』の検討一戦後日本の政治　　　ける不況と合理化〔N〕6（4）（1955，10）

　と経済，貿易：貿易問題〔R〕6（4）（1955，10）　　　　　　一：ロビンソン夫人のThe　simplest　possible　mode1

－
：Anote　on　capita1－output　ratio．〔A〕7（2）（1956，　　について〔C〕6（4）（1955，10）

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：古典派賃金理論〔M〕8（1）（1957，1）

　　　岡稔氏の覚書にたいするコメント〔M〕7（3）（1956，　一：労働力の構造と変動〔A〕8（3）（1957，7）

　7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：農家の労働供給〔M〕10（2）（1959，4）

一
：末永隆甫『現代経済変動論一ケインズ派理論批　　一：人口趨勢と経済成長一マルサス人口理論の評価

　判』〔R〕7（3）（1956，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔A〕10（4）（1959，10）

一
：Empirical　testing　of　the　macro－economic　pla－　一：労働力および就業の趨勢〔S〕11（2）（1960，4）

　nning　in　Japan．〔A〕9（1）（1958，1）　　　　　　　　　一・野田　孜：剰余価値率と分配率の実証的研究1．

一
：ケネー『経済表』の利用と展開一マルクス再生　　　日本の剰余価値率と分配率（2）農業のばあい〔S〕3（2）

　産論における2，3の問題について〔A〕9（4）（1958，10）　　（1952，4）

一一
：1．B．トイバー『日本の人口』〔R〕10（3）（1959，7）　　一・Noda，　T．：Dlgest　of　statistical　research．〔N〕3

－
：資本の産出効果〔M〕11（1）（1960，1）　　　　　　　　（2）（1952，4）

一
：第3次産業と経済成長〔A〕11（2）（1960，4）　　　　　宇野弘蔵：『資本論』における恐慌の必然的根拠の論証

一
・ 高須賀義博：再生産表式と固定資本の補填〔S〕10　、　について〔A〕3（4）（1952，10）

　（4）（1959，10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一：いわゆる窮乏化の法則について〔C〕8（1）（1957，1）

　　　　　　　　〔U〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔W〕

内田忠夫：国際収支の巨視的分析について〔C〕8（3）（19　　渡部福太郎：景気変動の国際的波及についての一試論
　57，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔C〕11（1）（1960，1）

一・ 渡部経彦：予測力の評価一とくに設備投資につ　　渡辺　建：『経済表』生成の一考察一「穀物」論にお
　いて〔A〕10（3）（1959，7）　　　　　　　　　　　　　　　ける農業の実態から「経済表の分析」が前提とする農

宇田川璋仁：J．T．ダンロップ『団体交渉下における賃　　　業の状態への発展過程について〔A〕9（4）（1958，10）

　金決定』〔R〕3（2）（1952，4）　　　　　　　　　　　　　渡辺輝雄：『経済表』（原表）の構想〔A〕9（4）（1958，10）

一一 ：木下和夫・藤田晴・橋本徹『現代財政政策の理　　渡部経彦・内田忠夫：予測力の評価一とくに設備投資

　論』〔R〕10（1）（1959，1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　について〔A〕10（2）（1959，7）

上原専禄：ドイツ中世における経済構造変化の問題とド　　　　　　　　　〔Y〕

　一プシュ教授の問題意識〔A〕2（3）（1951，7）　　　　　　山田秀雄：L．ロビンズ『イギリス古典学派の経済政策

上野裕也：所得および価格変化と家計一東京都CPS　　　理論』〔R〕4（4）（1953，10）

　分析〔C〕3（4）（1952，10）　　　　　　　　　　　　　　　一：生産的労働について一スミスの二重規定を中心

上杉正一郎：日本の工業における剰余価値率の計算〔C〕　　に〔M〕6（1）（1955，1）

　3（2）（1952，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：イギリスにおける産業独占形成の一側面一第一

氏原正治郎：いわゆる《絶対的窮乏化法則》の社会政策学　　　次世界大戦前における綿業・鉄鋼業のコンビネーショ

的解釈について〔C〕8（3）（1957，7）　　　　　　　　　　　　ン〔A〕9（2）（1958，4）

梅村又次：経済的成長に関する研究（コーリン・クラー　　一：ボブスン『帝国主義論』に関する覚書一Finan一
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　cierの評価をめぐって〔M〕10（1）（1959，1）　　　　　　　一：第3回国際国民所得学会〔M〕5（1）（1954，1）

　　：イギリス鉄鋼業における集中〔S〕11（1）（1960，1）　　一：J．Robinsonと「古典派的」問題一分配論・生

一
：産業革命期のイギリスの経済成長〔S〕U（2）（1960，　　産論・価値論〔C〕8（2）（1957，4）

　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：経済計画における理論的モデルと歴史的パターン

山田　勇：ソ連の生産指数〔S〕1（1）（1950，1）　　　　　　　〔A〕8（4）（1957，10）

一
：経済量の統計的予測理論　　国民所得の統計的予　　　　：w．G．ホフマン，　J．　H．ミュラー，その他『ドイ

　測〔A〕1（2）（1950，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　ツの国民所得1851－1957年』〔R〕11（1）（1960，1）

　　：ノールウエイにおける国民経済計算（附オラン　山口　茂：銀行の健全性と金融組織〔A〕2（2）（1951，4）

　ダにおける国民経済計算）〔S〕1（3）（1950，7）　　　　　　山本二三丸：資本蓄積論の課題〔A〕4（1）（1953，1）

　　：アメリカ計量経済学界の中心課題〔C〕2（4）（1951，　　　：講座『恐慌論』にたいするコメント〔C〕10（1）（19

　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59，1）

一
：レォンチェフ体系と生産函数〔A〕3（3）（1952，7）　　山中隆次：マルクス『学位論文』（1841年）について一

一
：拙稿「レオンチェフ体系と生産函数」への家本教　　　マルクスーヘーゲル関係理解のために〔C〕9（2）（19

　授の批判に答えて〔M〕3（4）（1952，10）　　　　　　　　　　58，4）

一
：日本経済の成長率と生活水準〔S〕4（4）（1953，10）　　山中篤太郎：日本労働の構造的展開〔A〕2（4）（1951，10）

一
：レオンチェフ体系の計測について〔A〕5（1）（1954，　山内一男：社会主義下における価値法則の作用に関する

　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国での討論〔C〕9（3）（1958，7）

一
：レオンチェフ体系と極大原理〔M〕5（2）（1954，4）　　山下　貢：マラマの『後進国経済開発論』について〔C〕

一
：戦後日本経済の分析，産業連関分析：経済循環図　　　10（3）（1959，7）

　表と費用・配分構造〔N〕6（4）（1955，10）　　　　　　　　安井琢磨：循環的成長に関する1試論〔A〕5（3）（1954，7）

一
：産業連関分析におけるアグリゲーションの経済的　　横山正彦：ケネーの経済循環論について〔A〕7（1）（1956，

　意味について〔M〕7（2）（1956，4）　　　　　　　　　　　　1）

一一 ：経済自立5ケ年計画と戦後の日本経済分析〔S〕7　　米沢治文：E．ヘルデ，0．クーン『統計学原論』〔R〕8（2）

　（3）（1956，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1957，4）

　　：生産の動きと附加価値の動き〔M〕8（1）（1957，1）　　吉田義三：ポール・スヰージー著『資本主義発展の理

一
：日本の経済計画（III）経済計画のマクロ・モデル　　　論』〔R〕1（1）（1950，1）

　分析一7％モデル作業を中心として〔S〕8（4）（1957，　一：再びスヰージーの過少消費説について〔C〕1（3）
　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1950，7）

　　：水谷一雄『数学的思惟と経済理論』〔R〕9（2）（19　　　　：剰余価値率の測定について〔A〕3（2）（1952，4）

　58，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一：中山伊知郎編『日本経済の構造分析』〔R〕5（4）

　　：産業連関分析と需給函数一物量投入係数の算定　　　（1954，10）

　法〔A〕9（3）（1958，7）　　　　　　　　　　　　　　　吉野昌甫：財貨本位と労働本位〔C〕10（4）（1959，10）

　　：ドーフマン，サムエルソン，ソロー『線型計画法　　吉野俊彦：終戦後における我国市中銀行のオーバーロー

　と経済分析』〔R〕9（4）（1958，10）　　　　　　　　　　　ンについて〔A〕5（3）（1954，7）

一
：経済予測とパラメーターの安定性〔M〕10（3）（19　吉信　粛：比較生産費説の生成にかんする一考察一

　59，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R．TorrensのThe　economists　refutedを中心とし

一
：KJ．アロー，　M．ホッフェンベルグ『産業連関需　　　て〔A〕11（1）（1960，1）

　要の時系列分析』〔R〕11（1）（1960，1）　　　　　　　　　吉植　悟：新長期経済計画の産業連関分析〔A〕10（3）

一
：国際貿易と技術進歩〔A〕11（2）（1960，4）　　　　　　　（1959，7）

　　：P．J．ブエルヴェ『ノルウェイの経済計画，1947－　　　　　　　　　　〔Z〕

　1956』〔R〕11（2）（1960，4）　　　　　　　　　　　　　　昭和27年度　経済安定本部『年次経済報告』の検討

山田耕之介：野々村一雄『国民所得と再生産』〔R〕9（3）　　〔研究座談会〕3（4）（1952，10）

　（1958，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本経済の研究方法と近代経済学〔研究座談会〕4（2）（19

山田雄三：計画対象としての国民所得の決定〔A〕1（2）　　53，4）

　（1950，4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和29年度　経済審議庁『年次経済報告』の検討〔研

　　：スターリン論文と近代理論の反省〔M〕4（3）（1953，7）　　究座談会〕5（4）（1954，10）

〔付記〕　この総索引は一橋大学経済研究所創立20周年記念の『経済研究』特集号（第11巻第2号）の巻末につけ

　　　る予定でつくったのであるが都合によりr特殊文献目録シリーズNo．7』として刊行した（阿曾福円）

（13）



特殊文献目録シリーズ刊行目録

No、1．　Author　and　Subject　Indexes　to　the　Arnericall　Economic　Review，1941－1954．1955．

No．2．　Author　and　Sllbject　Indexes　to　the　Review　of　Economic　Studies，1933－1955．1956．

No．3．　Allthor　and　subject　Indexes　to　the　Ecollomic　Journa1，1941－1956．1957．

No．4．　Index　alphab6tique　des　auteurs　et　des　sujets　de　la　Revue　d，Economie　Politique，1940－1956．1957

No．5．一橋大学経済研究所所蔵　雑誌目録　昭和34年（1959）10月末現在　1959．
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